
ユ騰 ‐3号 1昭播嗜酢 0り]|

1東京大学理学部

■ま爾自

′‐
二 む

qμintic

＾
一
　

・
■
，

2次墾拠の妙昧

q  R

∞|れも

CF竃属言
う

・0

〆晰R

「
:::::1:1」   :l:奎

t,ぁ
|

ｌ

・
・

‐ / 

‐

3oxtiC

目

/｀   子‐

′

・ゝ
てごF

‐了fπ J

ツカず笏 事理.と……… 証 Ell  鷺 ■●・‐2
数蕎書の農質と―勘性Ⅲ・・・・…

・●床 次 i正‐安 "…,0
理学時 鯛
蓮書擾員会議録難懸・゙ 富 本 饗 鄭 =…・こ4

ザィ″二‐ゥス・                ・
コン典 レンス・・6・・・ⅢⅢ側 郡 帯 憲 =… 研

趙剛攀義侵癸鬱.・・ヽ・・・t“ "ィ ,.・ _・抑・・・ヽ ……・・・・・・・・・・‐・・・…・・・8

警都消息 Ⅲ………Ⅲ…………‐・製い・・14■く
"Ⅲ…
Ⅲ 9

ひとこと ・さ・ J・・Ⅲ■141製||●●●ⅢⅢ●|‖ⅢⅢI●“
●ⅢⅢⅢ̈●綸●|●●●″… 10

quttdr■。



2次変換の妙味 (表紙の説明)

話は極めて初等的である。射影平面上の曲線 ,即 ち,射影平面曲線に関

して少 し述べてみたい。射影平面上の共線でない 3点 P,Q,Rを とり
,

P=(1,0,0),Q=(0, 1, 0),R=(0, 0, 1)と なるよう

に同次座標を導入 し,XI=Yl Y2,Xl=Y2YO,X2=YO Ylに
よる変換を考えるとき,こ れをP,Q,Rの 定める2次変換といい,CPQ

Rと記す。例えば ,Pは Yl=Y2=0で ,そ れは,XO=0に 移るから ,

Pは直線 LPに のばされる。一方 ,直線 QRは Y。 =0と 表されるから,
(1,0,o)に 移るとみなされる。即ち,3点 P,Q,Rが 3直線 に ひ
きのばされ,3直線QR,RP,PQが 3点 に縮んでしまう。

しかし,P,Q,Rを 通らぬ直線λO YO+ス l Yl+′ 2Y2=0に
対 しては,Z=YO Yl Y2 とおくと,YO=Z・ Xl X2,Xl =Z・
X2XO,Y2=Z・ XO Xlを えるので,Z(10 Xl X2+′ l X2
XO+λ 2XO Xl)=0と なり,Zを無視することにより,2次 曲線が
えられる。又, 2次 曲線の上にない 3点をとって,2次変換を行うと,3
個の 2重点をもつ 4次曲線ができ,さ らにこの上の 2重点でない 3点をと

って, 2次変換を行えば, 6個 の 2重点をもつ 5次曲線がえられる。

しかし,こ のような操作で,2重点のみ しか持たぬ 6次以上の有理曲線

は構成できないことが証明される。このことは経験的には明白なのであろ

う,例 えば,10個 の 2重点をもつ 6次曲線は有理曲線ではあっても,2次

変換の合成により,直線にひき直すことはできない。2次変変換により,

曲線の見かけの形は大きく変化するが,基本的な性格はよく保存される。

しかも次数の高い双有理変換に対 しても2次変換は唯一つの構成要素なの

である。このことは,代数多様体や複素多様体の双有理変換についても ,

基本的には成立 している。 2次変換は,不愉快な操作であるとされて,よ

り精密な概念に置き換えられそうになったこともあるが ,その重要性は近

年益々明らかにされ ,必要悪から,根本的に善なる存在とみなされるよう

になりつつある。 (飯高 茂 )
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